
平成29年度地域づくりハンズオン支援事業 概要
福島県国見町～地域が育てる“若者”が創る地域」若者と地域をつなぐ廻るプロジェクト～

 国見町には高校も大学も存在しないことから中学校を卒業すると地域
での交流の機会がなく若者同士や若者と地域住民との繋がりが希薄化。

 また、「若者の学び・活動・交流の場」が他地域へ移ることにより、
地域への愛着が薄れるとともに、若者の「まちづくり」への参画や意
見が反映されにくい状況。

Kunimi
Folkehojskole

① 福島県国見町の地域課題

③ 本事業の目的と取組内容

国見カスタムラボ
（対象：高校生・大学生）

☄ 国見町で様々な大人の知見を得つつ
自分たちがやりたいまちづくりや学
びの場を地域と協力して自分たちで
企画から実行まで実現するもの。

Kunimi
Project

Learning

取組②

取組③

国見ホイスコーレ
（対象：高校生以上）

☄ デンマークのフォルケホイスコーレ
や空き家の改修等に関する専門家に
よる授業を通じて「誰もが参加でき
る理想の学びの拠点・カリキュラ
ム」を地域で連携してつくるもの。
次年度以降に実際に空き家を改修し
て取組①・②をこの常設の場で吸収。

国見プロジェクト学習
（対象：中学生・高校生）

☄ 国見町ならではの地域資源も活用し
た通常の学習スタイルとは異なる
様々な切り口で、対話や地域での体
験・交流を通じて自らの目的意識や
将来像を明確にするとともに、学ぶ
喜びを引き出すもの。

地域資源を活かした地域での多様な交流・学びの場を設けることで、
若者の「思考力・表現力・判断力」・共に「学ぶ意欲・姿勢」を育成するとともに、地域への愛着を醸成

② 支援体制

Kunimi
Custom

Laboratory

取組①

 カスタムラボ（企画Mtg.）の開催：５回
（延べ３０名）

 カスタムラボ（企画実行イベント）の開
催：２回（延べ５０名）

 保護者向け説明会の開催：１回
 中学生・高校生向けプロジェクト学習

の開催：４回 （延べ１００名）

 実践型授業（空き家リノベ、クラウド
ファンディング等）の開催：４回
（延べ１００名）

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
（支援事業者） ㈱日本総合研究所

外部専門家

• ㈱Prima Pinguino
• ㈱FoundingBase
• 伊藤暁建築設計事務所
• IFAS(International Folkehojskole

Administration Service) など
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